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　１月21日、交流センターかえでで、消防団出初
式が開催されました。当日は団員111人が参加し、
団員への表彰や分列行進などが行われました。
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池田町消防団出初式

日本一美しいまちを目指します日本一美しいまちを目指します



池
田
町
長
選
挙　

池
田
町
長
選
挙　

池
田
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

池
田
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

池
田
町
長
選
挙
お
よ
び
池
田
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
町
民
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
の
で
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
投
票
日
に
行
け
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
の
裏
面
に
宣
誓
書
（
当
日
選
挙
に
行

け
な
い
理
由
を
記
入
す
る
欄
）
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
お
持
ち
い
た
だ
く

と
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
ま
す
。

《
期
日
前
投
票
》

　

３
月
６
日
（
水
）
～
３
月
９
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　

役
場
中
会
議
室

　

候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な
ど
を
記
載
し
た
選

挙
公
報
は
、
新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。
役
場
庁
舎
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
も
備
え
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

記入例

大字〇〇 1234-56

池田　太郎 ○
12　 3　  4

投
票
日
は
３
月

投
票
日
は
３
月
1010
日（
日
）で
す

日（
日
）で
す

　

選
挙
公
報
に
つ
い
て

　

選
挙
公
報
に
つ
い
て

３
月
５
日
（
火
）

　

告
示
日

　

告
示
日

　

投
票
日
・
開
票
日

　

投
票
日
・
開
票
日

３
月
10
日
（
日
）

【
問
い
合
せ
先
】選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

℡（
６
２
）３
１
３
１

表

裏

投票区投票所名 投票所施設名

第１投票区投票所 池田町交流センター

第２投票区投票所 池田町役場

第３投票区投票所 中島集落基幹センター

第４投票区投票所 多目的研修センター

第５投票区投票所 渋中公民館

第６投票区投票所 十日市場アグリカルチャーセンター

第７投票区投票所 鵜山集落基幹センター
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４
月
か
ら
は

　

「
プ
ラ
マ
ー
ク
」
が

　

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
プ

ラ
マ
ー
ク
が
あ
る
も
の
）
の
み
を
資
源
物
と
し
て

回
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
に
加
え
て
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
（
１
０
０
％
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
出
来
て
い

る
物
）
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

出
し
方
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
同

じ
指
定
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
１
０
０
％
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
物
で
あ
れ
ば
プ
ラ
マ
ー
ク
が

な
く
て
も
回
収
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
今
ま
で
ど
お
り
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
み
を
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

〇
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出
せ
る
物
の
例

※
１
０
０
％
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
物
に
限
る
。

し
ゃ
も
じ
、
使
い
捨
て
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
・

ス
ト
ロ
ー
、
タ
ッ
パ
ー
、
バ
ケ
ツ
、
ハ
ン
ガ
ー
、

風
呂
の
お
け
、
サ
イ
コ
ロ
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
お
も

ち
ゃ　

な
ど

令
和
６
年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

令
和
６
年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
！

出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
！

　

①　

生
ご
み
は
水
を
絞
っ
て
軽
量
化

　

①　

生
ご
み
は
水
を
絞
っ
て
軽
量
化

　

②　

紙
ご
み
は
エ
コ
資
源
。

　

②　

紙
ご
み
は
エ
コ
資
源
。

　
　
　

燃
や
さ
ず
分
別
！
リ
サ
イ
ク
ル
！

　
　
　

燃
や
さ
ず
分
別
！
リ
サ
イ
ク
ル
！

も
え
る
ご
み
削
減
に
向
け
た

も
え
る
ご
み
削
減
に
向
け
た

町
民
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

町
民
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

町営バスからのお知らせ町営バスからのお知らせ
　

高
校
生
の
方
は
乗
車
の
際
に
学
生
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
料
金

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
学
生
証
が
な
い
場
合
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
で
年
齢
要
件

を
満
た
す
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
無
料
と
し
ま
す
。

※
中
学
生
以
下
は
何
も
提
示
せ
ず
に
無
料
で
乗
車
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
次

の
便
の
車
両
を
増
や
し
ま
す
。

　

・
明
科
線
明
科
行
第
①
便

　

・
安
曇
野
線
穂
高
行
第
①
便

　

・
松
川
線
松
川
行
第
①
便

　

・
松
川
線
池
田
行
第
②
便

「
八
十
二
銀
行
前
」
を

「
旧
八
十
二
銀
行
前
」
に
変
更

明
科
線
池
田
行

　

第
③
便　

午
後
０
時
48
分
発
を

　
　
　
　
　

午
後
０
時
50
分
発
に
変
更

　

第
④
便　

午
後
４
時
53
分
発
を

　
　
　
　
　

午
後
４
時
55
分
発
に
変
更

※
詳
し
く
は
、
令
和
６
年
度
い
け
だ
ま
ち
町
営
バ
ス
時
刻
表
路
線

図
（
全
戸
配
布
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

３
月

　

３
月
1616
日
に
明
科
線
の
時
刻
を
改
正
し
ま
す

日
に
明
科
線
の
時
刻
を
改
正
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
高
校
生
以
下
の
乗
車
料
金
が
無
料
に
！

　

４
月
１
日
か
ら
高
校
生
以
下
の
乗
車
料
金
が
無
料
に
！

　

バ
ス
停
名
を
変
更
し
ま
す

　

バ
ス
停
名
を
変
更
し
ま
す

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係

℡（
６
２
）２
２
０
３

・
金
属
が
付
い
て
い
る
物
や
、
電
池
や
バ
ッ

テ
リ
ー
で
動
く
物
な
ど
は
１
０
０
％
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
は
な
い
の
で
、
分
解
・
分
別

し
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
粗
大
ご
み
と

し
て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
や
、
素
材
が
何
で
出

来
て
い
る
か
不
明
な
場
合
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
し
て
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係

℡（
６
２
）２
２
０
３

地球温暖化防止　経費削減のため地球温暖化防止　経費削減のため
もえるごみ 50% 削減を目指しましょうもえるごみ 50% 削減を目指しましょう
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犬の登録と狂犬病予防注射について犬の登録と狂犬病予防注射について

ス
テ
ッ
プ
１

初
め
て
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

場
合
は
、
利
用
者
登
録
（
ア
カ
ウ
ン

ト
登
録
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ

り
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
）

ス
テ
ッ
プ
２

施
設
の
空
き
状
況
を
確
認
後
、
施
設

予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
利
用

日
の
３
日
前
～
３
カ
月
後
ま
で
）

ス
テ
ッ
プ
３

予
約
を
し
た
施
設
の
申
込
通
知

（
メ
ー
ル
）
が
来
ま
し
た
ら
、
予
約

内
容
の
範
囲
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ッ
プ
４

利
用
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
窓
口
で

利
用
料
の
清
算
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
総
合

体
育
館
、
各
校
庭
・
体
育
館
（
池

田
小
学
校
・
会
染
小
学
校
・
高
瀬

中
学
校
）
、
農
村
広
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ア
ル
プ
ス
広
場
、
あ
づ

み
の
広
場
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
の
郷
（
大
会
議
室
な

ど
）
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
予
約
が
で
き
る

「
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
）
」
に
追
加

さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
窓
口
や
電
話
で
行
っ
て

い
た
空
き
状
況
の
確
認
や
施
設
予

約
の
申
請
な
ど
が
、
予
約
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
午
前

８
時
30
分
～
午
後
11
時
30
分
の
間

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
利
用
者
登
録
は

３
月
１
日
（
金
）
か
ら
で
き
ま
す
。

池田町公共施設予約システムの利用範囲が広がります！池田町公共施設予約システムの利用範囲が広がります！

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

企
画
係

℡（
６
２
）３
１
３
１

公共施設予約システム
ＵＲＬ
https://k2.p-kashikan.
jp/town-ikedamachi/
index.php

　

予
約
の
流
れ
に
つ
い
て

　

予
約
の
流
れ
に
つ
い
て

　すべての犬の飼い主はその犬の登録が義務付けられています。新しく犬を飼い始めた方は登録をお願い

します。

３０００円　

（鑑札の交付を含む）

◆登録変更などについて
　犬を連れて引っ越してきた方、譲り

受けた方などは登録の変更をお願いし

ます。これらの登録変更に係る手数料

は無料です。

　なお、犬が死亡した場合は役場住民

課環境係へ届け出が必要です。

　生後 90 日を超えた犬の飼い主は年

１回の狂犬病予防注射が義務付けられ

ています。

１頭３６００円
（注射済票５５０円を含む）

　・集団注射に来られない飼い主の方は、６月 30 日（日）までに動物病院で予防注射を受けてください。

　・犬の体調が悪い、現在治療中などの場合は獣医師へご相談ください。獣医師から「予防注射実施猶予証

明書」を受け取った場合は、住民課環境係へご提出ください。

新規登録手数料新規登録手数料

予防注射料予防注射料

【問い合せ先】住民課  環境係　℡ 62-2203
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《狂犬病予防集団注射の日程》
犬の登録と予防注射はどの会場でも受けられます

日 会場 時間

4月2日（火）

中島集落センター 午前 9時 ～ 9時10分

滝沢集落センター 午前 9時 20分～ 9時30分

渋中公民館 午前 9時 40分～ 9時50分

中之郷集落センター 午前 10時 ～ 10時10分

内鎌公民館 午前 10時 20分～ 10時30分

多目的研修センター 午前 10時 40分～ 10時55分

農村広場 午前 11時 5分～ 11時15分

池田町役場 午前 11時 25分～ 11時40分

5月26日（日）
松川村保健センター 午前 7時 30分～ 8時

池田町役場 午前 8時 15分～ 9時



　

◆
活
動
の
窓
◆

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
自
粛

し
て
い
た
各
地
区
の
子
ど
も
会
・
育
成

会
の
行
事
も
多
く
が
復
活
し
、
今
年
も

各
地
区
で
年
末
年
始
の
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
月
は
多
く
の
地
区
で
、
や
ぐ
ら
を

組
み
正
月
飾
り
な
ど
を
焼
い
て
無
病
息

災
を
願
う
伝
統
行
事
の
「
三
九
郎
」
が

行
わ
れ
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
那
須
功
宜
（
吾
妻
町
）

【
参
加
大
会
】

　

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

【
結
果
】

　

Ｇ
ク
ラ
ス
（
75
歳
～
79
歳
）

　

５
０
０
ｍ　
　

２
位
（
銀
メ
ダ
ル
）

　

１
５
０
０
ｍ　

３
位
（
銅
メ
ダ
ル
）

【
感
想
】

　

２
種
目
と
も
に
雨
の
中
の
レ
ー
ス
と

な
り
、
氷
は
ガ
サ
ガ
サ
に
な
っ
て
大
変

な
条
件
の
中
で
の
大
会
で
し
た
が
、
町

の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
で
の
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ
ー
ト
練
習
と
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で

の
夏
期
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
77
歳

に
な
り
ま
し
た
が
体
力
を
維
持
で
き
、

今
年
も
２
種
目
、
表
彰
台
で
賞
状
お
よ

び
メ
ダ
ル
を
拝
受
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

◇
池
田
町
に
は
北
信
越
大
会
以
上
の
大

会
出
場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】

　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

▲四丁目子ども育成会

子
ど
も
会
育
成
会
行
事
報
告

【
申
込
・
問
い
合
せ
先
】創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
日
休
館
）

創
造
館

創
造
館    

陶
芸
教
室

陶
芸
教
室    

開開
催催

　

安
曇
野
市
在
住
の
陶
芸
家　

本
間
友
幸
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
陶
芸
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
ろ
く
ろ

の
体
験
講
座
で
す
。

【
日
時
】
３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
会
場
】池
田
町
創
造
館　

工
芸
室

【
講
師
】本
間
友
幸
さ
ん
（
安
曇
野
市
在
住
）

【
費
用
】５
０
０
０
円
（
材
料
費
・
焼
成
代
含
む
）

　
　
　
　

※
小
鉢
２
個
程
度
が
作
れ
ま
す

　
　
　
　
　

お
つ
り
が
出
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
定
員
】
10
人

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

30
分
毎
に
時
間
を
分
け
て
お
一
人
ず
つ
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
時
間
な
ど
詳
し
く

は
お
申
し
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】エ
プ
ロ
ン
・
飲
み
物
・
手
拭
き
用
タ
オ
ル

　
　
　
　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

全
国
大
会
・
北
信
越
大
会

出
場
選
手
の
声　

ピアノ半額 DAY
月２回開催中です
詳しくは

創造館まで！

▲滝沢子ども会育成会

▲那須さん（写真左）

クラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だより

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆３月の休館日　4・11・18・25 日

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

　

１
年
生
が
２
月
16
日
の
第
４
回
参

観
日
で
総
合
的
な
学
習
の
１
年
間
の

ま
と
め
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年

度
、
３
年
生
が
行
っ
た
発
表
を
参
考

に
６
つ
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
発
表

を
し
ま
し
た
が
、
各
ブ
ー
ス
に
３
つ

ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
入
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
１
年

間
で
調
査
し
た
こ
と
や
創
作
し
た
物

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
し
て
い
る

姿
を
見
て

「
と
て
も
成

長
し
て
い
る

な
～
」
と
感

心
し
ま
し

た
。

　

来
年
度
も

更
に
探
究
心

を
か
き
た
て
て
、
学
び
を
深
め
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
年
生
が
来
年
度
４
月
９
日
か
ら

２
泊
３
日
で
行
う
奈
良
・
京
都
へ
の

修
学
旅
行
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
学
年
全
体
で
下
見
報
告
を
確
認

し
て
修
学
旅
行
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有

を
し
、
係
に

分
か
れ
て
話

し
合
い
を
重

ね
準
備
を
進

め
て
き
ま
し

た
。
み
ん
な

で
充
実
し
た

修
学
旅
行
に

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
活
動
す

る
姿
か
ら
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
３
月
６
日
に
公
立
高
校

後
期
選
抜
を
、
そ
し
て
、
３
月
18
日

は
卒
業
式
を
迎
え
ま
す
。
卒
業
式
の

来
賓
に
つ
い
て
は
限
定
し
て
お
招
き

す
る
予
定
で
す
。
地
域
、
保
護
者
の

皆
さ
ま
の
支
え
に
よ
り
、
信
州
池
田

町
学
び
の
郷
15
年
プ
ラ
ン
の
目
指
す

「
自
ら
拓ひ

ら

き　

共
に
生
き
る
」
姿
に

向
か
っ
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん

で
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て

感
謝
い
た
し

ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

高 瀬 中 学 校
　

総
合
的
な
学
習

　

総
合
的
な
学
習１

年
間
の
ま
と
め　

１
年
間
の
ま
と
め　

　

修
学
旅
行
に
向
け
て

　

修
学
旅
行
に
向
け
て

準
備
し
て
い
ま
す　

準
備
し
て
い
ま
す　

　　

6767
人
が
義
務
教
育
を
終
え

人
が
義
務
教
育
を
終
え

卒
業
し
ま
す　

卒
業
し
ま
す　

オームラ トモコ　作 ･ 絵
（教育画劇）

プップー！自動車がやって
きました。おやおや、キッチ
ンカーです。パトカーや 消
防車、ミキサー車も やって
きて…、なんとやっぱり キッ
チンカーです！

文系オトナですが、
今から数学を楽しめますか ?

その他の新着書
暗殺 赤川次郎
水脈 伊岡瞬
警官の酒場 佐々木譲
二人キリ 村山由佳
夜明けの花園 恩田陸
きらん風月 永井紗耶子
人生に期待するな 北野武
豆乳でいいんだ 小松友子
くまくんです。 村上康成

冬に子供が生まれる 佐藤正午
成瀬は信じた道をいく 宮島未奈
脳の筋トレ ! 思い出しおりがみ
 主婦の友社編
おすしがあるひたびにでた 田中達也
ネコになりたかったクモのルイージ 
 ケビン・ホークス
彷徨う者たち 中山七里
ひなだんとんとことーん
 おおいじゅんこ

math channel 著
（笠間書院）

ビジネスや生活から、
エンタメや入試問題ま
で。中学生から読める、
身近で、おもしろくて、
役に立つ、数学の話を
まとめた一冊です。

キッチンカーです
半藤 末利子 著

（PHP研究所）
漱石亡きあと、遺された夏目

家の人々はどう生きたのか。日
本近代文学の巨人・夏目漱石
の孫にして、作家・半藤一利の
妻でもある著者が綴る、個性豊
かな親族たちとのエピソード。

夏目家のそれから

拓本作品展示拓本作品展示
期間：3 月 2 日（土）～ 3 月 15 日（金）
会場：交流センターかえで　フリースペース

下田忠寿さん（安曇野市在住）にご寄贈い
ただいた作品です。主に町内の文学碑の拓本
約 20 点を、解説文と共に展示します。

暖かい季節になったら、ぜひ、町内の文学
碑散歩を楽しんでください。

広報いけだ 7



令和６年度 農業機械標準作業料金および賃金表令和６年度 農業機械標準作業料金および賃金表

　令和６年度農業機械標準作業料金および賃金表を作成しましたので農業
機械作業料金などを決める際の参考としてください。
　なお、チラシ版は農業委員会事務局の窓口で配布します。ご希望の方は
窓口へお越しください。

保存版

注）１．ほ場面積割増　5 ａ超～ 10 ａ未満は 5％割増できます。( 脱穀、バインダーを除く )
２．機械作業の料金には燃料代が含まれております。
３．この料金には消費税が含まれております。
４．上記は目安として設定したものです。

令和６年４月

作業区分 単 位 標準料金 5a未満 摘　　　  　要
単位

水　
　

田　
　

作　
　

業

耕起作業 10a 6,930 円 1a 780 円  ◎耕起の深さは15㎝以上

秋起し済の春起し 〃 4,070 円 〃 460 円

機械代掻作業 〃 11,870 円 〃 1,340 円

荒代のみ 〃 4,950 円 〃 560 円

植代のみ 〃 6,920 円 〃 780 円

機械田植作業 〃 9,160 円 〃 1,050 円  ◎手番を要する場合は、依頼者側で
用意する。側条田植機使用　 〃 11,660 円 〃 1,340 円

刈取り バインダー 〃 8,770 円

刈取り脱穀 【稲】 コンバイン 〃 21,810 円 1a 2,430 円  ◎特殊事情田は当事者間で協議
  倒　状 　2割以内の割増
  泥　粘　 3割以内の割増
  不整形 　相対で協議

脱　穀 ハーベスター 〃 8,430 円

カッター使用 〃 9,970 円

乾　燥 玄米（出来高） 60㎏ 900 円  ◎標準基準額900円は籾水分20％以
下とし、水分20.1％以上については
水分1％増すごとに90円増しとす
る。また、燃料価格の大幅な変更が
あった場合は別途協議する。

調　整 籾　  →　玄米 〃 840 円

玄米　→　白米 〃 1,020 円

色彩選別（玄米） 〃 690 円

消毒作業 粉、粒剤散布 10a 1,090 円

液剤散布 〃 1,860 円

そ
の
他
機
械
作
業

機械畦草刈り 1時間 1,760 円

自走式（モアー） 〃 2,300 円

機械畔削り ディスクプラウ 1m当り 20 円

機械畦塗り 　 〃 70 円

施肥・は種 ロータリーシーダー 10a 8,880 円 1a 1,020 円

ブロードキャスター 〃 2,460 円 〃 280 円

堆肥積込み フロントローダー 2t車1台 980 円

堆肥散布 マニアスプレッター 10a 3,720 円 1a 430 円  ◎散布のみ

わら梱包 ロールベイラー 〃 7,500 円  ◎標準は10aで20個

わら切 カッター 1時間 2,190 円

畑耕起 テーラー・管理機 10a 6,690 円

ドローン作業 10a 1,610 円 ◎薬剤は委託者側で出す。

賃
金

普通農作業 1時間 950 円 ◎ただし、長野県最低標準賃金を下
回らない額とする。果樹せん定作業 1時間 1,410 円

広報いけだ 8



令和６年度 池田町水田賃貸借料指標令和６年度 池田町水田賃貸借料指標
池田町営農支援センターでは、賃貸借契約において参考としていただくため水田賃貸借料指標を作成し

ています。

なお、この指標は契約金額を拘束するものではありませんので、実際の契約は貸し手・借り手で協議し

決定してください。

金額は 10 ａ当り（畦畔を含む）

※著しく生産性の低い農地の貸借については、対価の伴わない使用貸借としてください。

注）１．畑の賃貸借料については、田の３割を目安とします。

２．賃貸借料の支払いは、現金または口座振替を原則とします。やむを得ず現物〈玄米・白米〉による

場合は、長野米の相対取引価格を参考にしてください。

　農地の貸借については各問い合わせ先に相談のうえ、必ず利用権設定等（貸借設定）を行ってください。

この手続きにより、農地の返還が保証されるとともに、契約解除等のトラブルを防止することができます。

【問い合せ先】振興課農政係・農業委員会・営農支援センター　℡ 62-3127
大北農業協同組合池田営農センター　℡ 62-6430

 １）畦管理　　
・草刈りは周りの人に迷惑をかけないようこまめに行う。
・法面への除草剤は使用しない。
・下畦の草刈りを行う。
・刈り取った草は水路に流さない。
 ２）水田管理
・雑草の除去（クサネム、赤米は必ず除去し、抜き取った株は袋などに入れ処分する。水路には絶対に

流さない。）
・水のかけ流しはしない。       
・農薬散布に当たっては、飛散防止に努める。 
 ３）農業用機械
・登録ナンバーのない機械は道路を自走しない。
・オペレーター以外の人は、機械に乗せない。《事故防止に充分留意》
・道路に持ち出した泥は自ら必ず片付ける。
 ４）その他
・借りたほ場の形状は貸主の承諾なく変えないこと。（畔抜きなど）

【農作業の心得】

広報いけだ ９

 農地の区分 20a 以上 20a 未満 10a 以上 10a 未満

ほ場整備済田
エリア 7,500 円 4,500 円 2,000 円

上記以外の田 5,500 円 2,500 円 1,000 円（※）
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世
帯
の
一
人
以
上
が
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
と
な
っ
て
い

な
い
場
合
で
、
基
準
日
（
令
和
５
年
12
月
１
日
）
に
お
い
て
、
世
帯
全
員
の
令

和
５
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯
。
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
（
７
万
円
）
の
対
象
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　

１
世
帯
あ
た
り
10
万
円

①　

不
要
な
場
合

今
年
度
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
実
施
し
た
、
価
格
高
騰
特
別
対
策
支
援

金
（
「
２
万
円
給
付
金
」
と
し
ま
す
。
）
を
受
給
し
た
世
帯
の
う
ち
、
引

き
続
き
対
象
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
世
帯
に
は
、
原
則
２
万
円
給
付

金
を
受
給
し
た
口
座
に
支
給
し
ま
す
。
（
対
象
世
帯
に
は
２
月
に
案
内
を

送
付
）

②　

確
認
書
の
返
送
が
必
要
な
場
合

①
の
場
合
以
外
の
世
帯
で
、
対
象
の
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
は
確
認
書
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
（
２
月
以
降
に
送
付
）

③　

申
請
が
必
要
な
場
合

基
準
日
以
降
に
修
正
申
告
や
未
申
告
で
あ
っ
た
世
帯
員
が
申
告
を
し
た
こ

と
に
よ
り
、
対
象
世
帯
と
な
っ
た
な
ど
の
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
健
康
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】（
給
付
金
）健
康
福
祉
課  

福
祉
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
住
民
税
申
告
）住
民
課  

課
税
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

住民税均等割のみ課税世帯に対する臨時特別給付金住民税均等割のみ課税世帯に対する臨時特別給付金
子ども加算臨時特別給付金のご案内子ども加算臨時特別給付金のご案内

　

対
象
世
帯

　

対
象
世
帯

　

支
給
額

　

支
給
額

　

子
ど
も
を
養
育
す
る
世
帯
の
一
人
以
上
が
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
と

な
っ
て
い
な
い
場
合
で
、
基
準
日
（
令
和
５
年
12
月
１
日
）
に
お
い
て
、
世
帯
全
員
の
令

和
５
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯

　

養
育
す
る
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

①　

不
要
な
場
合

今
年
度
実
施
の
「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
（
「
７
万
円
給
付
金
」
と

し
ま
す
。
）
」
お
よ
び
「
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
実
施
し
た
、
価
格
高
騰
特
別
対
策

支
援
金
（
「
２
万
円
給
付
金
」
と
し
ま
す
。
）
」
を
受
給
し
た
世
帯
の
う
ち
、
引
き
続
き

対
象
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
世
帯
に
は
、
原
則
７
万
円
給
付
金
お
よ
び
２
万
円
給

付
金
を
受
給
し
た
口
座
に
支
給
し
ま
す
。（
対
象
世
帯
に
は
２
月
に
案
内
を
送
付
）

②　

確
認
書
の
返
送
が
必
要
な
場
合

①
の
場
合
以
外
の
世
帯
で
、
対
象
の
可
能
性
の
あ
る
世
帯
に
は
確
認
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
返
送
く
だ
さ

い
。
（
２
月
以
降
に
送
付
）

③　

申
請
が
必
要
な
場
合

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
に
よ
り
新
た
に
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
に
な
っ

た
な
ど
の
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
健
康

福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
15
日

（
月
）
ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
国
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
施
策
を
受
け
、
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い

と
さ
れ
る
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
次
の
と
お
り
給
付
金
事
業
を
行
い
ま
す
。

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
子
ど
も
加
算
臨
時
特
別
給
付
金

住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
子
ど
も
加
算
臨
時
特
別
給
付
金

　

申
請
等
に
つ
い
て

　

申
請
等
に
つ
い
て

　

対
象
世
帯

　

対
象
世
帯

　

支
給
額

　

支
給
額

　

申
請
等
に
つ
い
て

　

申
請
等
に
つ
い
て
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○
移
住
し
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

典
保
さ
ん
：
東
京
で
長
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
過
去
に
仕
事
で
２
回

松
本
市
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
縁
あ
っ
て
、
い
ず
れ

は
山
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
た
い
な
と
は
思
っ
て

い
ま
し
た
。
長
野
県
内
で
広
く
移
住
先
を
探
し
て
い
ま
し
た

が
、
ご
縁
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
今
の
物
件
に
出
会
い
ま
し
た
。

利
便
性
も
高
い
し
、
あ
ま
り
の
北
ア
ル
プ
ス
の
景
観
の
美
し

さ
に
、
特
に
妻
が
感
動
し
て
即
決
し
ま
し
た
。

○
移
住
後
の
生
活
や
趣
味
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

典
保
さ
ん
：
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
各
地
の
道
の
駅
な
ど
に
旅
行
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。最
近
は
自
治
会
の

サ
ロ
ン
の
会
長
を
引
き
受
け
て
、２
カ
月
に
一
回
、会
の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。あ

と
、自
宅
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
作
っ
た
り
、庭
の
芝
生
を
張
替
え
た
り
、庭
木
の
剪
定
も
し
て
い
ま
す
。

　

和
子
さ
ん
：
夫
は
Ａ
型
の
せ
い
か
、
仕
事
が
細
か
く
て
完
成
度
が
高
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
。
私
は
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
を
楽
し
ん
だ
り
、
有
機
農
業
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

○
池
田
町
の
魅
力
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

景
色
も
い
い
し
人
も
温
か
い
で
す
。
横
断
歩
道
と
か
で
車
を
止
め
る
と
、
子
ど
も
た

ち
が
挨
拶
し
て
く
れ
る
姿
を
見
て
感
動
し
ま
し
た
。

○
今
後
の
こ
と
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

典
保
さ
ん
：
以
前
や
っ
て
い
た
テ
ニ
ス
と
か
機
会
が
あ
れ
ば
再
度
挑
戦
し
て
み
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。も
う
少
し
交
流
す
る
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

和
子
さ
ん
：
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。あ
と
、自
給
自
足
と
ま
で
は
い

か
な
く
て
も
、自
宅
付
近
で
農
業
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

vol.25vol.25
池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
25
弾
は
、
東
京
の
お
孫
さ
ん
に
『
田
舎
（
ふ
る
さ
と
）
』

を
作
っ
て
あ
げ
た
、
駒
田
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。

　

ご
自
宅
は
と
て
も
穏
や
か
な
時
が
流
れ
て
い
て
、
典
保
さ
ん
お
手
製
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
か
ら
見
え
る
圧
巻
の
北
ア
ル

プ
ス
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
移
住
定
住
係　

川
上
・
武
林　

   　
【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

駒
田
駒
田    

典典の
り
や
す

の
り
や
す保保    

さ
ん
（

さ
ん
（
7070
））
東
京
都
出
身

　
　
　
　

    

和
子
和
子    

さ
ん
（

さ
ん
（
6969
））
大
阪
府
出
身

滝
の
台
在
住

令
和
２
年
移
住

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

▶
和
子
さ
ん
の
作
品

売
却
し
た
い
と
考
え
て
い
て

も
、
こ
ん
な
思
い
を
抱
く
方

も
い
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る

と
、
町
と
連
携
し
て
い
る
不

動
産
会
社
に
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
・・

vol.5

空き家のはなし

困難と思われる物件も
売却等の解決に最大限努力します！

●
空
き
家
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
●

　

２
月
４
日
（
日
）
に
、
か
え
で
ホ
ー
ル
に
て
空
き
家
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
話
を
不
動
産
業
者
と
一
緒
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
不
動
産
の
プ
ロ
の
視
点
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
発
見
や
提
案
も
多
く
、
将
来
の
モ

ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
不
安
が
解
消
で
き
た
な
ど
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
移
住
定
住
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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空
気
が
乾
燥
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
寒
い
と
暖
房
や
ヒ
ー
タ
ー
を

付
け
た
り
し
て
暖
を
と
る
方
も
多
く
、

そ
う
す
る
と
「
空
気
が
乾
燥
」
し
て
し

ま
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、 

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
体
調

管
理
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
た
ら
良

い
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
喉
や
鼻
の
粘
膜
は
、
空
気
中

に
存
在
す
る
ウ
イ
ル
ス
や
菌
の
侵
入
を

予
防
す
る
役
目
が
あ
り
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
て
し
ま
う
と
、
鼻
や

喉
の
粘
液
や
粘
膜
を
保
護
し
て
い
る
バ

リ
ア
機
能
が
低
下
し
て
感
染
症
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
咳
な
ど

の
飛
沫
が
さ
ら
に
小
さ
な
飛
沫
と
な
っ

て
、
空
気
中
を
漂
う
量
が
増
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
心
配
な
こ
の
時
期
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

次
に
、
隠
れ
脱
水
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
脱
水
と
い
え
ば
夏
場
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
乾
燥

に
よ
り
脱
水
に
な
り
や
す
く
な
る
と
い

う
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

身
体
の
中
の
水
分
は
、
皮
膚
や
粘

膜
、
呼
吸
を
通
し
て
蒸
発
し
て
い
き
ま

す
。
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
こ
の
水
分

の
蒸
発
す
る
量
が
増
え
て
し
ま
い
ま

す
。
夏
ほ
ど
汗
を
か
か
な
い
た
め
、
喉

が
渇
か
ず
に
、
積
極
的
に
水
分
を
摂
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち

に
水
分
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

対
策
①　

加
湿
を
す
る

　

加
湿
を
す
る
こ
と
で
、
鼻
や
喉
の
乾

燥
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

湿
度
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
気
中

に
漂
う
飛
沫
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
策
②　

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

　

気
づ
か
ぬ
う
ち
の
脱
水
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分

摂
取
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
水
分

摂
取
に
よ
り
、
鼻
や
喉
な
ど
の
粘
膜
を

潤
す
こ
と
で
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
染
症
予
防
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
対
策
を
取
り
、
体
調
を
崩

さ
な
い
よ
う

に
健
康
に
留

意
し
ま
し
ょ

う
。

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９

空
気
の
乾
燥
に
ご
注
意
！

空
気
の
乾
燥
に
ご
注
意
！

空
気
の
乾
燥
や
脱
水
を
防
ぐ
に
は

空
気
の
乾
燥
や
脱
水
を
防
ぐ
に
は

　

池
田
町
の
皆
さ
ま
、
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し

い
今
日
こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
振
興
課
所
属
の
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て

い
る
中
澤
で
す
。

　

現
在
、
私
は
ブ
ド
ウ
栽
培
で
の
新
規
就
農
を

目
指
し
、
ド
メ
ー
ヌ
ヒ
ロ
キ
様
に
て
作
業
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
を
行
っ
て
い
る
中
で
問
題
な
の
が
さ
ま

ざ
ま
な
野
生
鳥
獣
た
ち
か
ら
の
被
害
で
す
。
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
あ
る
東
山
で
は
電
気
柵
が
張
り
巡

ら
さ
れ
て
お
り
、
鳥
獣
の
侵
入
を
部
分
的
に
防

い
で
い
ま
す
が
、
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

鹿
に
若
木
を
食
べ
ら
れ
て
育
た
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
実
を
つ
け
た
も
の
を
ハ
ク
ビ
シ
ン

や
カ
ラ
ス
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
イ
ノ

シ
シ
に
土
を
掘
り
起
こ
さ
れ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま

な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

私
は
狩
猟
免
許
や
鳥
獣
管
理
士
と
い
う
資
格

を
取
得
し
、
前
職
は
山
梨
県
に
て
鳥
獣
害
対
策

を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

畑
に
つ
い
て
の
被
害
で
す
が
、
野
生
動
物
た

ち
が
普
段
食
べ
て
い
る
も
の
は
栄
養
価
が
高
い

も
の
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
、
人
が
美
味
し
く

作
る
栄
養
価
の
高
い
作
物
を
食
べ
に
来
て
し
ま

う
の
も
無
理
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

畑
に
く
る
よ
う
な
動
物
の
管
理
に
お
い
て

は
、
ま
ず
防
除
や
誘
因
物
の
除
去
を
行
い
、
電

気
柵
に
て
防
御
対
策
な
ど
を
し
、
加
害
個
体
を

洗
い
出
し
て
最
終
手
段
と
し
て
捕
獲
と
い
う
形

に
対
策
を
取
り
ま
す
。
し
か
し
高
齢
化
と
い
う

問
題
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
狩
猟
を
行

え
る
方
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
生
動
物
の
捕
獲
を
進
め
る
た
め
に
は
狩
猟

を
行
え
る
人
材
の
確
保
と
育
成
が
必
要
で
す
。

関
係
人
口
を
増
や
し
、
農
業
被
害
や
環
境
衰
退

に
歯
止
め
が
か
か
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

近
年
で
は
ド
ロ
ー
ン
や
罠
セ
ン
サ
ー
な
ど
が

発
達
し
て
い
る
の
で
狩
猟
に
対
し
て
関
係
人
口

が
少
な
い
地
域

に
は
そ
う
い
っ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
導
入
が
ひ
と

つ
の
解
決
策
に

な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
案
し

て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

中
澤
中
澤    

正
毅
正
毅

振
興
課

振
興
課

農
政
係

農
政
係

№ 98

農
作
物
被
害

農
作
物
被
害

▲罠猟の講習会
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五
丁
目
自
治
会
で
は
、一
般
財
団
法
人　

自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」を
活

用
し
て
、舞
台
等
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
地
域
に
根
差
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
15
日
、
池
田
・
会
染
両
小

学
校
へ
台
湾
台
北
市
の
小
学
生
が

交
流
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
池
田
小

学
校
へ
は
台
北
私
立
中
山
小
学
校

の
５
・
６
年
生
約
30
人
が
来
校

し
、
学
校
紹
介
や
調
べ
学
習
を
し

た
「
山
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
プ
レ

ゼ
ン
発
表
を
お
聞
き
し
た
後
、
日

本
の
伝
統
的
な
遊
び
で
あ
る
、
け

ん
玉
や
コ
マ
回
し
、
折
り
紙
を
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
染
小
学
校
へ
は
博
嘉
実
験
国

民
小
学
校
の
４
・
５
・
６
年
生
約

30
人
が
来
校
し
、
学
校
紹
介
や
お

互
い
の
練
習
し
て
き
た
歌
を
聴
き

合
っ
た
後
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
一

緒
に
歌
い
、
心
を
通
わ
せ
ま
し

た
。
各
教
室
に
分
か
れ
、
ク
ラ
ス

ご
と
「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん

だ
」
や
け
ん
玉
な
ど
日
本
の
遊
び

も
交
え
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
交
流
会
の
後
は
一
緒

に
給
食
を
食
べ
た
り
清
掃
を
行
っ

た
り
し
て
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
日
本
語
と
中
国
語
で
言

葉
は
通
じ
な
く
て
も
、
英
語
を

使
っ
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交

え
た
り
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
気
持
ち
を
通
じ

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
外
に
出
て
い
つ
ま
で

も
見
送
る
子
ど
も
が
多
く
、
大
変

名
残
惜
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
海

外
の
人
た
ち
と
つ
な
が
り
広
が
っ

て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
大
変
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
で
は
最
大
震
度
７
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を
超

え
る
７
・
６
を
記
録
す
る
大
地
震
と

な
り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

正
月
と
い
う
真
冬
の
時
期
、
本
来

で
あ
れ
ば
明
る
い
新
年
を
迎
え
、
こ

れ
か
ら
、
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

地
震
は
死
者
が
２
４
０
人
を
超
え
る

な
ど
、
被
災
者
が
多
数
出
て
い
ま

す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
一
刻
も
早

い
復
興
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
町
で
は
、
大
北
地
域
の
自
治
体

と
共
に
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
を

行
っ
て
お
り
、
１
月
に
２
人
、
２
月

以
降
も
定
期
的
に
継
続
す
る
予
定
で

す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
羽
咋
市
の
廃

棄
物
運
搬
時
の
仕
分
け
作
業
や
被
災

家
屋
の
罹
災
証
明
発
行
の
業
務
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
被
災
し
た
住
民
か
ら

の
廃
棄
物
が
次
々
と
運
ば
れ
、
多
い

日
に
は
１
８
０
台
ほ
ど
の
搬
入
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
屋
の
被
災
状
況
を
確
認

す
る
と
、
そ
の
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
す
さ
ま
じ
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

地
震
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
の
備
え

と
心
構
え
が
重
要
で
す
。
家
具
の
安

全
、
防
災
品
等
の
備
蓄
を
見
直
し

て
、
自
分
や
家
族
の
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
職
員
派
遣
状
況

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
職
員
派
遣
状
況

池
田
・
会
染
小
学
校　

台
湾
小
学
生
と
交
流

池
田
・
会
染
小
学
校　

台
湾
小
学
生
と
交
流

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

舞
台
等
の
備
品
を
整
備　

舞
台
等
の
備
品
を
整
備　

▲廃棄物搬入の様子

▲被災した家屋

【
問
い
合
せ
先
】

　

総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室

℡（
６
２
）３
１
３
１

▲池田小 けん玉で交流 ▲会染小 歌の交流
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家
事
あ
ま
た
と
ん
と
縁え

ん

な
き
寝
正
月

　
　
　
横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

松
本
へ
薬
貰
ひ
に
初
電
車

　
　
　
　
　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

頬ほ
ほ

染
め
て
餅
焼
く
子こ

ら等
や
三
九
郎

　
　
　
　
中
沢

　

恵（
十
日
市
場
）

寒
月
光
こ
と
ば
に
な
ら
ぬ
地な

い震
の
町

　
　
　
遠
藤

　
順
子
（
渋
田
見
）

春
待
つ
や
ま
ぶ
た
の
裏
に
日
の
光

　
　
　
　
北
原

　
幻
楽
（
一
丁
目
）

と
び
き
り
の
白
馬
三
山
冬ふ

ゆ
び
よ
り

日
和

　
　
　
　
　
降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

白は
く
は
つ髪

を
隠
す
目ま

ぶ
か深

に
冬
帽
子

　
　
　
　
　
　
荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

奥
能
登
の
旧き

ゅ
う
ち知

や
如い

か何
に
寒
椿

　
　
　
　
　
吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

窓ま
ど
ぎ
わ際

に
猫
の
背
伸
び
や
春は

る
ど
な
り隣

　
　
　
　
　
　
薄
井

　
保
丞
（
南

　
台
）

焦こ

げ
落
ち
し
達
磨
ど
ん
ど
へ
投
げ
返
す

　
　
石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者

の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

５月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点
を記入し、３月末日までに投稿
してください。
作品には①地区名②氏名③電話
番号④中学生以下の方は学校名
と学年を明記してください。投
稿多数の場合は、選者により選
考（10 句以内）して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂
正等をさせていただく場合があ
りますので、ご了承ください。

■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）

池田町総務課　総務係
℡ 62-3131

メール
soumu@town.ikeda.nagano.jp

　

１
月
25
日
の
５
～
６
校
時
に
高
瀬
中

学
校
３
年
生
が
、
ル
ワ
ン
ダ
在
住
の
義

肢
装
具
士
で
あ
る
ル
ダ
シ
ン
グ
ワ
真
美

さ
ん
を
講
師
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
の
大
虐

殺
の
歴
史
や
背
景
、
現
在
の
様
子
を
知

り
、
ル
ワ
ン
ダ
の
大
虐
殺
を
自
分
た
ち

の
身
近
な
問
題
に
置
き
換
え
て
考
え
た

り
、
真
美
さ
ん
の
活
動
の
思
い
や
実
際

を
知
り
、
国
際
社
会
の
諸
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た

り
す
る
機
会
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
か
ら
の
質
問
に
真
美
さ
ん
は
真

摯
に
受
け
答
え
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
と
共
に
国

際
社
会
の
諸
問
題
を
多
角
的
に
考
え
る

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

池
田
町
消
防
団
で
は
、
１
月
21
日

に
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
町
内
各
機
関
の
関
係
者
が

集
い
、
町
の
無
火
災
・
無
災
害
を

願
っ
て
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、
消
防
団
に
対
す
る

上
部
団
体
か
ら
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
の
成
果
に

対
す
る
感
謝
や
他
の
模
範
と
な
る
行

動
に
対
す
る
評
価
と
な
り
、
今
後
の

他
の
団
員
の
目
標
に
な
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
式
典
後
は
か
え
で
前
町
道

で
参
加
者
に
よ
る
分
列
行
進
を
行

い
、
沿
道
の
町
民
の
皆
さ
ん
へ
団
員

や
車
両
の
お
披
露
目
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

行
進
は
、
参
加
し
た
保
育
園
児
も

含
め
、
消
防
団
の
士
気
を
高
め
る
と
共
に
、
予
防
消
防
と
地
域
ぐ
る

み
の
防
災
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
目
指
し
、
規
律
正
し
く
行
わ
れ
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
保
育
園
児
の
元
気
な
行
進
は
頼
も
し
く
感
じ
ら

れ
、
将
来
の
消
防
団
員
と
し
て
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
消
防
団
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
確
保
に
も
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

池
田
町
消
防
団　

出
初
式
開
催

池
田
町
消
防
団　

出
初
式
開
催

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室　

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

高
瀬
中
学
校

　

高
瀬
中
学
校

社
会
科
・
国
語
科
講
演
会　

社
会
科
・
国
語
科
講
演
会　
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《 有 料 広 告 欄 》

池田町 に
登録しませんか？

 空き家バンク 空き家バンク

　池田町空き家バンク制度は、空き家の
利活用を目的として、連携している不動
産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。
　空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考
えの方、まずはお気軽に役場移住定住係
までご相談ください。
【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡62-3131

▲最新の情報は
こちらから

　

３
月
31
日
（
日
）
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
の
郷
の
電
気
工
事
に
伴
い
、
施
設
の

す
べ
て
が
停
電
と
な
る
た
め
、
終
日
全
館
休
館

と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
お
風
呂
も
休
業
と
な
る
ほ
か
、
施
設

内
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
時
は
池
田
町
役
場
℡
（
６
２
）

３
１
３
１
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】
健
康
福
祉
課　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

現
在
対
象
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
「
な
が
の

子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
」
と

「
多
子
世
帯
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト

カ
ー
ド
」
は
令
和
６
年
３
月
末
で
有
効
期
限
を

迎
え
ま
す
。
令
和
６
年
４
月
以
降
対
象
と
な
る

世
帯
に
は
、
令
和
６
年
３
月
中
に
新
し
い
パ
ス

ポ
ー
ト
を
順
次
郵
送
し
ま
す
。
令
和
６
年
４
月

以
降
は
有
効
期
限
を
確
認
の
上
新
し
い
パ
ス

ポ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
県
の

『
な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事

業
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
】
健
康
福
祉
課　

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

町
営
住
宅
入
居
者
（
三
丁
目
東
町
営
住
宅
）

を
募
集
し
ま
す
。

《
募
集
団
地
》
三
丁
目
東
町
営
住
宅
３
戸

《
受
付
期
間
》
令
和
６
年
３
月
１
日
（
金
）

～
令
和
６
年
３
月
15
日
（
金
）

　

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

※
電
話
受
付
不
可

《
受
付
場
所
》
役
場
建
設
水
道
課
建
設
係

《
入
居
日
》
令
和
６
年
４
月
１
日
（
月
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
会
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
入
居
申
込
条
件
や
家
賃
等
内
容
の
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
建
設
水
道
課　

建
設
係　

℡
（
６
２
）
３
１
３
０

「
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
住
民
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
３
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
～

《
会
場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で　

ホ
ー
ル

【
問
】
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合　

介
護
福
祉
課

　

℡
（
２
２
）
７
１
９
６

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税
専
門
官
（
国
家

公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

《
試
験
区
分
》

　

国
税
専
門
Ａ
（
法
文
系
）

　

国
税
専
門
Ｂ
（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）

《
申
込
み
方
法
等
》

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
説
明
に
従
っ
て
入
力

https://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

《
受
付
期
間
》

　

令
和
６
年
２
月
22
日
（
木
）
午
前
９
時
～

３
月
25
日
（
月
）
［
受
信
有
効
］

《
試
験
日
》

　

第
１
次
試
験
日　

令
和
６
年
５
月
26
日（
日
）

　

第
２
次
試
験
日　

令
和
６
年
６
月
24
日（
月
）

～
７
月
５
日（
金
）の
い
ず

れ
か
第
１
次
試
験
合
格
通

知
書
で
指
定
す
る
日
時

【
問
】

　

《
ネ
ッ
ト
申
込
に
関
す
る
こ
と
》

　
　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

℡　

０
３
（
３
５
８
１
）
５
３
１
１

内
線
２
３
３
２

　
　

受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　

（
土
・
日
・
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。
）

　

《
そ
れ
以
外
の
こ
と
》

　
　

関
東
信
越
国
税
局　

人
事
第
二
課
試
験
係

℡　

０
４
８
（
６
０
０
）
３
１
１
１

内
線
２
０
９
７

　
　

受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　

（
土
・
日
・
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。
）

　

令
和
６
年
度
国
税
専
門
官
募
集　

　

３
月
31
日
（
日
）

や
す
ら
ぎ
の
郷
全
館
休
館
に
つ
い
て　

　

子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

配
布
の
お
知
ら
せ　

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

住
民
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ　

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
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広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
６
年
２
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
４
年
３
月
号
（N

o.689

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから

広報いけだ 16

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 市立大町総合病院 22-0415

10 日（日）
池田・松川 若林医院 62-2105
大町市内 野村クリニック 85-0085

17 日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187
大町市内 伊東医院 22-0077

20 日（水・祝）
池田・松川 西森整形外科 61-1700
大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

24 日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010
大町市内 柿下クリニック 21-1230

31 日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151
大町市内 遠藤内科医院 22-0031

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3 日（日） おだ歯科 72-6482
10 日（日） 大町病院口腔外科 22-0415
17 日（日） あづみ野歯科 62-2332
20 日（水・祝） いいざわ歯科医院 23-7050
24 日（日） 小谷歯科医院 82-2762
31 日（日） オクハラデンタルクリニック 23-0500

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3 日（日） フロンティア薬局安曇野店 61-5500

10 日（日）
キムラ薬局 62-5210
フロンティア薬局池田町店 61-4121

17 日（日）
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

20 日（水・祝） すみれ薬局 85-2061
24 日（日） 白樺薬局 62-0010
31 日（日） 日本調剤北アルプス薬局 85-2333

■3月の主な行事
期　　日 行　事　名

1 日（金） 春の火災予防運動（～7日）

2 日（土）
将棋・麻雀大会
池工　卒業証書授与式

10 日（日）
池田町長選挙
池田町議会議員補欠選挙

15 日（金）
会染小　卒業証書授与式
池田小　卒業証書授与式
安曇養護　卒業証書授与式

17 日（日） 町内一斉川ざらい
18 日（月） 高瀬中　卒業証書授与式

26 日（火）
会染保　卒園式
池田保　卒園式

※感染症等により中止となる場合があります。

■3月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  2 日（土） （有）勝野設備工業所 ６２-４０７０
  3 日（日） （有）設備工業 ０９０-５４１２-１４０２
  9 日（土） （株）中部水工池田営業所 ６２-８３６４
  10 日（日） （有）サン設備工業 ６２-２４４８
  16 日（土） （有）水錬 ６２-６７２１
  17 日（日） 信光実業（株）大町支店 ０９０-３１４３-４３２１
  20 日（水・祝） 日特工業（株） ２２-５２６６
  23 日（土） （株）ハイテム ０２６３-８２-０２７１
  24 日（日） （株）水建 ０２６３-８６-３３８１
  30 日（土） （株）サンエス設備 ０２６３-７３-２００８
  31 日（日） （有）イシダ設備 ０２６３-８３-４３６０

■3月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
2月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,244人　（＋5）
　　　男 4,472人　（＋4）　女　4,772人（＋1）
●世帯数 4,073世帯（＋8）

■3月の納税等
国保税・後期高齢⑨　　　　　　【納期限　4月1日】
※口座振替日は 3 月 28 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。


